
令和7年度事業報告

特別養護老人ホームめぐみ

基本方針に対する

達成状況

基本方針のうち、ご入居者・ご家族との信頼関係の構築は概ね達成できた。ショート利用

によるレスパイト支援や看取り対応においても、専門職としてその人らしい生活の継続に

寄与した。一方で、連携・共同体性は不十分で課題が残った。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

令和７年度は看取り介護の対象者が多く、約１０名のご入居者を看取った。ご家族からは

「めぐみで最期を迎えられてよかった。」との声が寄せられ、逝去後も施設を訪問される

など信頼関係の継続が見られた。またショートステイではレスパイト支援により「安心し

て休めた」との評価を得ており、サービス目標に対して一定の成果を上げることができた

重点項目に対する

達成状況

自主性・自律性の面では課題が多く、職員一人ひとりが主体的に考え行動する体制の構築

には至らなかった。指示に対する実力不足も不十分で、業務多忙により十分な対応が困難

な場面が見られた。また人員不足により適正配置ができず、新規職員への指導体制も不十

分であった。一方で稼働率向上に努め、昨年度より収入増加を達成した。

予算執行状況

人件費は抑制できているが、収入が予算に届かず収支はマイナスとなった。他経費の削減

余地は限られ、今後修繕費の積み立てが必要であり、大きな支出増加が懸念される。

稼働目標に対する

達成状況

7年度の目標に対し年間収支は未達成であったが、平均収支は約１７５０万円を維持し

た。４月は稼働率が低迷したものの、その後は徐々に改善。目標９６％に対し実績９３％

弱にとどまり、達成には至らなかった。

その他事業計画に

対する達成状況

管理体制は令和７年度に十分機能せず課題が残ったため、今後は人員強化に努める。一

方、行事免田はマグロの解体ショーやクリスマスケーキ作りなど食に関するレクリエー

ションが講評でご入居者の満足度向上に寄与した。令和８年度も行事の充実を図る。



月平均稼働

利用者別の内訳

年間行事等の報告

5月 40人 39人 36人

6月 40人 39人 36人

月 定員 稼働目標 稼働実績 備考欄

4月 40人

8月 40人 39人 37人

39人 36人

7月 40人 39人 36人

9月 40人 39人 38人

10月 40人 39人 39人

11月 40人 39人 37人

12月 40人 39人 37人

1月 40人 39人 37人

2月 40人 39人 36人

要介護1 要介護2 要介護3

4月 0 0 1 11 12 10 8 42

44

3月 40人 39人 36人

合計月 要支援1 要支援2

1 6 12

13 9

41

6月 0 1 1 7 13

5月 0 1

15

要介護4 要介護5 その他

12 9

12 11 43

7月 0 0 0 10 14

13 11

49

8月 0 0 0 7 13

10

11

44

10月 0 0 1 9 14 12 11 47

9月 0 0 0 7 13

0 8 13 14 9

45

12月 0 0 0 8 13 13 11 45

11月 0 0 0 8 13 13

13 10

44

2月 0 0 0 6 13

3月 0 0 0 6 12 41

14 9 42

1月 0 0

4月 花見

5月 なし

9月 敬老会

10月 花火大会

11月 なし

6月 なし

7月 七夕 七夕メニュー(食事)

8月 夏祭り

12月 防災訓練

1月 初詣

2月 節分

3月 マグロ解体ショー。特別食


	令和7年度事業報告（案）_Part7.pdf
	令和7年度事業報告（案）_Part8.pdf



